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下大和田・小山町谷津田だより －2023 年 ４月号 No.254 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞  

第 278 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2023 年 ３月 ５日（日）くもり 報告：平沼勝男 

昨日から一転して肌寒い曇り空になりました。この日の観察会のテーマはニホ

ンアカガエルの卵塊調査と卵の観察です。調査した田んぼは、YPP 田んぼ、マイ

田んぼ、花澤さん田んぼ西側、花澤さん田んぼ西側の４か所です。今年は２月 12

日の夜に産卵が始まったことがはっきりしています。１回目調査と（２月 19 日）

と２回目調査の（２月 26 日）の合計の卵塊数は 150 個でした（消失した８個も

含む）。 
これは異常な少なさです。今回、卵塊数が増えることを期待したいところでし

たが、結果は 51 個でした。これまでの合計で 201 個となります。残念ながら挽

回できてはいないようです。 
卵塊調査の後は、産卵後間もない卵と、卵塊から出たばかりのオタマジャクシの観察をしました。実体顕微鏡２

台を使い、永年、高校生物の教鞭を取ってこられた高橋久美子さんに解説していただきました。オタマジャクシの

外鰓（がいさい）が見えたことや、たまに動く姿が興味を引いていました。これが将来カエルになるのは不思議な

気がしました。                      参加者１３名（大人９名、学生２名、小学生２名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第 287 回 下大和田ＹＰＰ「野草を食べる会・谷津田の米づくり講座説明会」 ３月１９日 晴れ  

  報告：平沼勝男、写真：田中正彦 
雨天の為、一日順延となったこの日は朝から好天に恵まれました。『お米つくり

説明会』とＹＰＰ『春の野草を食べる会』の同時開催です。スタート時から両グ

ループを二つに分けて別々の場所で開始。お米つくり説明会は、今年応募があっ

た６家族のうち４家族が参加。 
初めに森の中でスタッフから谷津田についてのレクチャーを受け、次に実際の

田んぼを回り見学、再び森の中でお米つくりについての説明がありました。 
野草を食べる会のグループは、ワイワイ広場に集合。全員で刈り残されていた

草をどける会場作りからスタートしました。一部の調理場設営のスタッフを残し、

野草摘みに出発。春の谷津田を楽しみました。ニワトコ、ヨモギ、ノビルが沢山とれました。どれもこの日の調理

の天ぷらにすると美味しい野草です。広場に戻り、野草の天ぷらを美味しく頂きました。 
参加者４３名（大人２５名、中学生 3 名、小学生１３名、幼児２名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第 288 回 下大和田ＹＰＰ「苗床づくりと種まき」 2023 年 ３月２５日 雨 
予報の通り、朝から小雨が降り続きました。しかも冬に戻ったかのような

寒さでした。そんな天候にもかかわらず、今年からお米つくりに参加された

方々、いつも来ていただくレギュラー参加者、そしてスタッフと多くの人々

に集まって頂きました。 
グループを３つに分けました。今年からお米つくり参加者で、この日初め

て田んぼに来られた方は谷津田のお米つくりについての説明からスタート。

同じく今年からお米つくり参加で、前回の説明会に来られた方は長ぐつに履

き替えて、田んぼの中で歩く練習からスタート。 
種を撒いたお米は全部で５種類。うるち米の『山形はえぬき』と『農林１号』、古代米（もち米）の『緑米』

『赤米』『黒米』です。それぞれを分けて種まきをしました。そしてビニールテントを張って終了。全員が機

能的に活動して頂いたおかげで 11 時 30 分には全作業を終了することができました。 
この日来られた皆様、本当に感謝です。    参加者２３名（大人１６名、中学生１名、小学生４名、幼児２名） 

＜小山町での活動＞  

☆３月期の活動 畦の修復間に合う。苗代作りの準備万端。報告：たんぽぽ 
11 月下旬よりイノシシに大きく荒らされていた畦でしたが、コツコツと整備を重ね、３月半ばには何れの田んぼ

もしっかりと水を湛えるまでになりました。大切な一歩である育苗の準備は万端です。ご近所昭和の森では３月 10
日に桜が開花、小山では 20℃を越える暖かな日が訪れました。生き物たちの活動も活発になるとともに、しばらく

は畦と水回りの維持管理に気を配る日々が続きます。 



 

☆第 213 回(2023 年 03 月 25 日(土)), 214 回(小山町 04 月 01 日(土)) YPP「苗代作り」 報告：赤シャツ親父 

25 日、前日までの暖かさ一転、気温がぐっと下がり冷たい雨のそぼ降る朝でした。それでも稲は待ってくれませ

ん！レギュラーメンバ根性込めて全員参加にて敢行と相成りました。小山の田んぼに合わせ毎年工夫を加え進化を

続ける苗代システムは完成の域と自認するに至り、作業は昨年より効率的に進み、コシヒカリ、古代米含め、５本

の苗代を昼過ぎまでに完成させました。なお、翌週４月１日は一転、暖かで穏やかな陽気の元、緑米の苗代を完成

させ、全ての苗代が整いました。元気に育ってくれ！  参加者：25 日,5 名（大人 5名）4/1 日,4 名(大人 4名) 

 

【谷津田・季節のたより】 2023 年 ３月 

＜下大和田町＞ 報告：田村光範 

春の陽気の日が多くなり、ウグイスのさえずりが気持ち良いです。ガビチョウもよく鳴いています。

葦原の中から、ヒクイナの鳴き声も聞こえてきます。 
田んぼの中では孵化したばかりのアカガエルのおたまじゃくしが、元気に泳いでいます。 
シュレーゲルアオガエルの合唱も始まり、谷津田が賑やかになりました。 

 
＜小 山 町＞ 報告：たんぽぽ 

3/ 6 絨毯のようなホトケノザ、猛禽飛来。 
3/ 7 シュレーゲルの声初鳴き。 
3/14 ヒレンジャク飛来、観察の人だかり。コブシ、ハナモモ満開。 
3/23 ヒキガエル産卵。 

 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 

＜下大和田谷津田＞      

・森と水辺の手入れ  
日 時：2023 年 ４月１６日（日） ９時 45 分～１２時 雨天中止 

内 容：スズメバチ捕獲用のトラップの製作や畦の補修作業などをします 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  
参加費：無料 

・第 289 回 下大和田ＹＰＰ「田おこし」 
日 時：2023 年 ４月２９日（土） ９時 45 分～１２時 雨天決行   

場 所：下大和田 わいわい広場 

内 容：5 月６日の田うえに備えて、山形はえぬき田んぼの田おこしを行います。田おこしが終わった田んぼ

で「谷津田運動会」を実施します。  
持ち物：動きやすい服装、長靴、お弁当、飲み物、敷物 
参加費：無料 
・第 290 回 下大和田ＹＰＰ「田うえ」 

日 時：2023 年 ５月 ６日 (土)  ９時 45 分～１4時 雨天決行 
内 容： ３月 25 日に苗床に播種したはえぬき、農林 1 号、赤米、黒米、緑米の苗を田んぼに植え付けます。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、田んぼ用長靴、帽子、ゴミ袋、飲み物、弁当、敷物。 

参加費：無料 

・第 280 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 
日 時：2023 年 ５月 ７日（日） ９時 45 分～１２時 雨天決行 
内 容：緑深まる晩春の谷津田。盛んに飛び回るチョウやトンボなどを観察しながら谷津を巡ります。  
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋 
参加費：100 円(米づくり年間参加者は無料） 
 

＜小山町谷津田＞ 

・４月期 小山町 ＹＰＰ「苗代の見回りと畦の整備」 
４月１日に苗代作りが終わりましたので、こまめに水回りの確認と畦の調整を行います。 
※ 活動にご興味がある方は、 tomizo_i@nifty.com 赤シャツ親父 までご連絡ください。 
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